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【Web 公開】 
ソリューション・ツールキット 
各種アプリケーション対応開発支援ツール QE 
静電容量式タッチセンサ対応開発支援ツール QE for Capacitive Touch V1.0.0 

概要

QE for Capacitive Touch V1.0.0 を Web 公開しました。 

QE for Capacitive Touch は、統合開発環境 e2 studio 上で動作するソリューション・ツールキットのひと

つです。RX ファミリマイコンの静電容量式タッチセンサを使用した組み込みシステム開発において、

タッチインタフェースの初期設定や感度のチューニングを簡単に行え、開発期間の短縮が実現できます。

本製品は、無償で提供します。

1. 製品の特長

以下 3 つの機能により、静電容量式タッチセンサを使用したアプリケーション開発が簡単に行えます。 

(1) タッチインタフェースの配置と静電容量式タッチセンサとのマッピング設定ができる

「タッチインタフェース構成の作成機能」

(2) 自動的に基本チューニングができる「チューニング機能」

(3) 各テスト環境で入力信号のモニタリングを利用しパラメータ調整ができる

「モニタリングとパラメータ調整機能」

なお、タッチインタフェース構成の作成前には RX ファミリ MCU のプロジェクト生成と静電容量式タッ

チセンサ関連の FIT モジュールの追加が必要です。詳細については 3 項をご参照ください。
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(1) タッチインタフェース構成の作成機能 

 

タッチインタフェース構成の作成では GUI で簡単に機能静電容量方式の選択、タッチインタフェー

スの追加と設定が可能です。「CapTouch メイン/センサー・チューナー（QE）」ビューを開いて

「１．準備」の「プロジェクトの選択」で、さきほど生成したプロジェクト名を選択し、「構成の選

択」で「タッチインタフェース構成の新規作成」を選択することで実行できます。 

 

      
タッチインタフェースはボタン、スライダー、ホイール、キーパッドの 4 種類から選べます。 
各タッチインタフェースに対応する静電容量式タッチセンサの設定は、GUI で入力することができま

す。 

静電容量式タッチセンサへの端子割り当ては「スマート・コンフィグレータ」と連携して動作しま

す。事前にスマート・コンフィグレータで静電容量式タッチセンサ用として設定された端子を追加す

るだけで端子割り当てが簡単にできます。 
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(2) チューニング機能 

インタフェース構成の作成後、「CapTouch メイン/センサー・チューナー（QE）」ビューで

「チューニングを開始する」ボタンを押下してチューニング機能を実行することにより、プロジェク

トのビルド、デバッグを実行した後、自動的に静電容量式タッチセンサのチューニングを行います。 

実行バイナリのダウンロード後、具体的には以下の図に示すようなメッセージが表示されますので、

その指示内容に従い静電容量式のタッチデバイス（ルネサスの RX130 静電容量タッチキー評価シス

テムのタッチアプリケーションボードなど）を操作するだけで、数分以内で基本的なチューニングが

できます。チューニング後、「調整結果の出力」で「ファイルを生成する」ボタンを押してパラメー

タファイルの生成および「１．準備」の「プロジェクトの選択」で選択されているプロジェクトへの

追加が必要です。 
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(3) モニタリングとパラメータ調整機能 

チューニングの後、「４．動作確認」の「ビューを開く」を押下して、以下の画像のようにチューニ

ング結果を確認するためのモニタリング画面配置にきりかえます。この画面では、タッチ入力のカウ

ンター数値のグラフ、タッチ入力の認識状態などを確認できます。また、リアルタイムでパラメータ

を調整、反映し、その結果をすぐ表示できるため、静電気が多い状態や手が濡れた状態など、様々な

ケースでチューニングパラメータを探すことに役に立ちます。 

 

 

2. サポート MCU 
 RX ファミリ（静電容量式タッチセンサを内蔵する MCU のみ） 

 RX100 グループ：RX113、RX130 

 RX200 グループ：RX230、RX231 
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3. サポート FIT モジュール 
 以下の RX ファミリ用 FIT モジュールをサポートいたします。 

 CTSU 用ドライバ「r_ctsu_qe」V1.00 

 タッチ用ミドルウェア「r_touch_qe」V1.00 

静電容量式タッチセンサ関連の FIT モジュールを追加し、静電容量式タッチセンサ機能を持つ RX ファ

ミリ MCU のプロジェクト生成する時に「スマート・コンフィグレータ」使用にチェックをしてスマー

ト・コンフィグレータを実行すると、使用する静電容量式タッチセンサ用の端子割り当てを簡単に設定

できます。 

 

 

FIT モジュールは、スマート・コンフィグレータの[コンポーネントの追加]ダイアログ上からダウン

ロードできます。スマート・コンフィグレータの詳細については以下の URL を参照してください。 
https://www.renesas.com/smart-configurator 

 

4. 動作環境 
 統合開発環境 e2 studio V7.0.0 以降 

 

5. 入手方法 
以下の URL から QE for Capacitive Touch V1.0.0 のインストーラをダウンロードしてください。 
https://www.renesas.com/qe-capacitive-touch  

https://www.renesas.com/smart-configurator
https://www.renesas.com/qe-capacitive-touch
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6. インストール 

インストール方法については、以下を参照してください。 

(1) e2 studio を起動する。 

(2) [ヘルプ]→[新規ソフトウェアのインストール...]メニューを選択し、 
[インストール]ダイアログを開く。 

(3) [追加(A)...]ボタンを押下し、[リポジトリーを追加]ダイアログを開く。 

(4) [アーカイブ(A)...]ボタンを押下し、開いたファイル選択ダイアログで、 
インストール用ファイル(zip ファイル)を選択し、[開く(O)]ボタンを押下する。 

(5) [リポジトリーを追加]ダイアログで、[OK]ボタンを押下する。 

(6) [インストール]ダイアログに表示された[Renesas QE]項目を展開し、表示された 
[Renesas QE for Capacitive Touch]チェックボックスをチェックし、[次へ(N)>]ボタンを押下する。 

(7) インストール対象が正しいことを確認し、[次へ(N)>]ボタンを押下する。 

(8) ライセンスを確認した後、[使用条件の条項に同意します(A)]ラジオ・ボタンを選択し、 
[終了(F)]ボタンを押下する。 

(9) 信頼する証明書の選択ダイアログが表示された場合、表示された証明書をチェックした後、 
[OK]ボタンを押下してインストールを継続する。 

(10) 画面の指示に従い、e2 studio の再起動を行う。 

(11) e2 studio の[Renesas Views]－[Renesas QE]メニューより本製品を起動する。 
本製品の使い方は e2 studio の[ヘルプ]メニューから、QE の項目を参照してください。 

 

以上 
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改訂記録 

 
Rev. 発行日 

改訂内容 
ページ ポイント 

1.00 2018.11.01 - 新規発行 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

 

■総合お問い合わせ先 

https://www.renesas.com/contact/ 
 

本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証

するものではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じ

た場合においても、当社は、一切その責任を負いません。 

過去のニュース内容は発行当時の情報をもとにしており、現時点では変更された情報や無効な情報が

含まれている場合があります。 

ニュース本文中の URL を予告なしに変更または中止することがありますので、あらかじめご承知くだ

さい。 

 

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
 

© 2018 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. 
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